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令和６年１月１日 

 

申し込みのご入金は、口座振り込みでも承ります。 
ゆうちょ銀行から 00960-7-131706   他行から ゆうちょ銀行（当座）〇九九支店 0131706 

檀信徒各位 

令和６年上半期の案内 

加賀山乾性寺 

住職 阪田祐光 

合掌 

 いつも乾性寺の護持護法にご協力を賜り、誠にありがとうございます。昨年は大変お世

話になりました。令和６年もどうぞよろしくお願いします。 

 

 

【同封資料】 

◎本状  裏面：「本年行事スケジュール」 

◎赤色払込取扱票 

◎節分星祭会の案内状・申込書 

◎春彼岸の案内状・申込書 

○正月の御札（希望者のみ） 

○寺報（希望者のみ） 

 

令和５年のあんのん基金の総額は、131,900 円でした。 

ご協力いただき、ありがとうございます。 

 

 

寺院の行事は、修行であるとともに仏さまや先師、ご先祖さまへの報恩事業でもあります。 

戒名の「居士」「大姉」の授与は、多数の行事等に関わっていただいていることを前提とし

ていますので、ご希望の方は積極的なご参加をお願いいたします。 

参加：参列することや、申し込み、運営手伝いのほか、 

行事の機会に合わせて法華経を写経し、寺院に送付することなど 

  

節分星祭会・春彼岸会の案内状は、 

黄色の紙に両面印刷しています。 



令和６年１月１日 

 

申し込みのご入金は、口座振り込みでも承ります。 
ゆうちょ銀行から 00960-7-131706   他行から ゆうちょ銀行（当座）〇九九支店 0131706 

令和６年行事スケジュール（予定） 

 

２月 ４日 節分星祭会（１３時～写経会、１５時～読経） 

●２月１５日 釈尊涅槃会 

●２月１６日 日蓮聖人御降誕会 

３月１８日 春季彼岸会（午前１０時～） 

●４月 ８日 釈尊降誕会 

●４月２８日 立教開宗会 

●７月１２日 長寿院殿妙遠日久大姉供養会 

８月１１日 盂蘭盆施餓鬼会（午前９時～、午前１１時～） 

９月２０日 秋季彼岸会（午前１０時～） 

１１月 ５日 日蓮聖人御会式（午前１０時～） 

●１２月 ８日 釈尊成道会 

 

●は無参拝法要の可能性があります。参列前にご確認ください。 

 

 

また、以下は「先師命日」と、「日蓮聖人御法難日」です。ご自宅でのお勤めの際、 

ご参考にしてください。 

 

先師忌日 

  １月 １日（六老僧日持上人）  １月２１日（六老僧日朗上人）、 

２月 ７日（六老僧日興上人）  ２月２６日（六老僧日昭上人）、 

３月 ８日（六老僧日頂上人）  ３月２０日（常修院日常上人）、 

６月 ４日（伝教大師）   ９月 ３日（六老僧日向上人）、 

１０月１３日（日蓮聖人）   １１月 ３日（乾性寺開山 乾性院日進上人） 

１１月１３日（関西弘通 日像上人） １１月２４日（天台大師） 

 

高祖法難会 

  ５月１２日（伊豆法難）  ８月２７日（松葉谷法難）  ９月１２日（龍口法難） 

１０月１０日（佐渡法難） １１月１１日（小松原法難） 



乾
性
寺
寺
報

　
　

令
和
六
年
一
月
号

昨
年
の
報
告

【
二
月
五
日
　
節
分
星
祭
】

　
双
葉
書
道
教
室
の
皆
様
と
と
も
に
、節
分

星
祭
を
厳
修
し
ま
し
た
。檀
信
徒
以
外
の
方

に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、皆
様
で
書
い
た
写

経
ア
ー
ト
を
大
々
的
に
飾
り
ま
し
た
。

【
三
月
二
十
六
日
　
檀
信
徒
の
研
修
会
】

 

　
地
元
の
約
二
十
五
の
寺
院
の
檀
信
徒
の
皆

様
と
と
も
に
研
修
会
を
い
た
し
ま
し
た
。住

職
は
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、皆
様
と
と

も
に「
檀
信
徒
と
は
何
か
」「
お
寺
と
の
付
き

合
い
と
は
何
か
」を
考
え
ま
し
た
。

【
四
月
〜
】

　
無
縁
墓
地
の
整
理
が
始
ま
り
ま
し
た
。事

務
手
続
き
に
五
年
を
か
け
た
本
事
業
は
、そ

れ
と
同
じ
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
て
整
理
を

進
め
ま
す
。

【
四
月
二
十
二
日
　
Ｎ
家
百
回
忌
】

　
百
回
忌
を
お
勤
め
し
た
の
は
初
め
て
で
し

た
。誰
も
故
人
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
す

が
、そ
れ
で
も
実
施
さ
れ
た
ご
遺
族
の
方
は

ご
立
派
だ
と
思
い
ま
す
。と
て
も
明
る
い
法

事
で
し
た
。

【
五
月
十
五
日
〜
十
七
日
　
国
際
布
教
会
議
】

　
日
蓮
宗
の
海
外
布
教
を
さ
れ
て
い
る
方
々

の
会
議
に
出
席
し
ま
し
た
。ま
た
、昨
年
は
身

延
山
が
開
か
れ
て
七
百
五
十
年
の
節
目
で
も

あ
り
、会
議
後
は
身
延
山
に
お
参
り
し
ま
し

た
。そ
こ
に
は
多
く
の
青
年
僧
が
集
ま
り
、地

響
き
が
す
る
よ
う
な
大
音
声
で「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」と
お
唱
え
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

【
余
談
】

　
住
職
の
祖
母
、九
十
三
歳
に
し
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
挑
戦
中
で
す
。



【
七
月
九
日
　
音
楽
法
要
】

　
乾
性
寺
開
創
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
長
壽

院
殿
妙
遠
日
久
大
姉
の
法
要
を
す
る
に
あ
た

り
、書
道
教
室
の
皆
様
に
写
経
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
、式
中
に
は
二
胡
の
演
奏
者
の

方
に
音
楽
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
八
月
二
十
四
日
〜
三
十
一
日

　
　
　
ブ
ラ
ジ
ル
法
華
経
寺
訪
問
】

　
現
地
で
布
教
活
動
を
さ
れ
て
い
る
お
上
人

か
ら
誘
わ
れ
、ブ
ラ
ジ
ル
を
尋
ね
ま
し
た
。現

地
の
信
者
の
皆
様
は
ど
な
た
も
人
が
良
く
、

熱
い
方
々
で
、家
族
の
一
員
の
よ
う
に
迎
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。彼
ら
に
は
時
間
を
厳
守

す
る
と
い
う
概
念
は
あ
り
ま
せ
ん
が
怠
け
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、切
り
替
え
の
巧
み
さ

に
は
信
者
と
し
て
の
凄
み
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
れ
る
日
が
来
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ぜ
ひ
ま
た
行
き

た
い
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

【
十
月
五
日
　
御
会
式
】

　
日
蓮
聖
人
の
命
日
法
要
で
あ
る
御
会
式
。

も
っ
と
も
大
切
な
行
事
で
あ
る
も
の
の
、そ

れ
に
相
応
し
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
今
年
は
、

一
日
が
か
り
で
行
事
を
厳
修
し
、最
後
の
法

要
に
は
僧
侶
を
志
す
二
名
の
小
学
生
の
方
に

参
加
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。彼
ら
二
人

に
は
式
中
で
の
役
割
も
割
り
当
て
、報
恩
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
来
年
も
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
ご
参
列
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　



【
ご
紹
介
】

南
健
吾（
み
な
み 

け
ん
ご
）さ
ま

　
二
〇
三
一
年
に
迎
え
る
日
蓮
聖
人
御
入
滅

七
五
〇
遠
忌
の
た
め
、報
恩
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、三
枚
の
作
品
の
完
成
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
頁
と
左
の
頁
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
上
は
緒
方
沁（
お
が
た
　
し
ん
）様
に
お
描

き
い
た
だ
い
た
イ
ラ
ス
ト
で
、「
ほ
と
け
の
国

（
菩
薩
）」と
名
づ
け
ま
し
た
。水
の
中
を
沈
ん

で
い
く
少
年
が
、白
い
蓮
を
胸
に
抱
え
て
い

ま
す
。少
年
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
す
が
、こ

の
作
品
か
ら
は
悲
壮
感
を
超
越
し
た
神
聖
さ

を
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
作
の
下
敷
き
は『
銀
河
鉄
道
の
夜
』で
、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
は
自
分
を
犠
牲
に
し
て

友
人
を
救
っ
た
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
で
す
。

　
仏
弟
子（
菩
薩
）と
し
て
の
人
生
は
、自
己

犠
牲
と
い
う
言
葉
無
し
に
語
る
こ
と
は
難
し

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。し
か
し
単
に
自
分
を

痛
め
つ
け
る
だ
け
で
は
、無
意
味
な
苦
行
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。私
た
ち
は
何
の
た
め
に

自
分
を
捨
て
る
の
か
。

　
自
分
を
無
駄
に
す
る
こ
と
無
く
、よ
り
大

き
な
も
の
の
た
め
に
自
分
の
今
ま
で
の
価
値

観
を
捨
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、菩
薩
と
し

て
生
き
る
こ
と
に
近
づ
く
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

【
作
者
ご
紹
介
】

緒
方
沁（
お
が
た
　
し
ん
）さ
ま

和
の
文
化
と
自
然
を
愛
す
る
絵
描
き
。

関
西
を
中
心
に
個
展
な
ど
の
展
示
活
動
を
し

て
い
る
。フ
リ
ー
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
も

活
動
中
。

作
者HP : https://ogata-shin.jim

dofree.com
/



【
日
向
上
人（
に
こ
う 

し
ょ
う
に
ん
）】

　
日
蓮
聖
人
の
後
継
者・六
老
僧
の
一
人
。現

在
の
日
蓮
宗
の
祖
山
で
あ
る
身
延
山
久
遠
寺

の
二
代
目
住
職（
初
代
は
日
蓮
聖
人
）で
す
。

そ
の
こ
と
か
ら
、払
子（
ほ
っ
す
＝
長
い
毛
を

束
ね
た
仏
具
で
、住
職
で
あ
る
こ
と
象
徴
す

る
も
の
）を
持
っ
た
姿
で
描
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
日
向
上
人
は
弁
舌
に
優
れ
た
方
で
あ
り
、

身
延
山
で
長
く
門
弟
た
ち
の
教
育
に
励
み
ま

し
た
。

【
長
壽
院
殿
妙
遠
日
久
大
姉
】

　
当
山
開
創
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
女
性
。

　
今
年
の
命
日
法
要
に
合
わ
せ
て
描
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

【
作
者
ご
紹
介
】

南
健
吾（
み
な
み
　
け
ん
ご
）さ
ま

一
九
八
三
年
福
岡
県
生
ま
れ
。東
北
芸
術
工

科
大
学・洋
画
科
を
卒
業
し
、東
京
と
福
岡
で

展
覧
会
を
開
く
。十
二
年
よ
り
四
年
間
渡
仏
、

ボ
ル
ド
ー
を
拠
点
に
ボ
ル
ド
ー
、パ
リ
な
ど

で
展
覧
会
を
開
く
。日
本
で
は
行
わ
な
か
っ

た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
以
外
で
の
展
示
や
共
同
制

作
、ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
で
の
団
体
展
へ
の
参
加
な
ど
様
々
な
経

験
を
経
て
、日
本
へ
帰
国
。

黒
田
清
輝
も
滞
在
し
た
グ
レ
＝
シ
ュ
ル
＝
ロ

ワ
ン
市
で
市
長
賞
を
受
賞
、美
術
館
へ
作
品

を
寄
贈
。ド
イ
ツ
の
ワ
イ
ン「
ウ
ィ
ン
ザ
ー・ボ

ン・エ
ル
バ
ッ
チ
」の
ボ
ト
ル
ラ
ベ
ル
に
イ

メ
ー
ジ
が
採
用
さ
れ
る
。帰
国
後
は
特
別
支

援
学
校
で
教
鞭
を
と
り
な
が
ら
香
椎
宮
で
の

グ
ル
ー
プ
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
。美
術

と
写
真
制
作
を
事
業
と
し
た
会
社「
イ
ロ
み

な
」を
二
一
年
四
月
よ
り
起
業
。

イ
ロ
み
なHP

：irom
ina.com

作
家HP 

： https://kengom
inam

i.com
/

YouTube : KengoM
INAM

I 



令和 6 年１月１日 

表面：節分星祭会  裏面：春季彼岸会 

令和６年節分星祭会について 

 

令和６年２月４日（日） 乾性寺本堂にて 

１３時～  双葉書道教室による写経会（要申込） 

１５時頃～ 節分星祭会 

 

 

節分では、お守り、特別祈願、納経を行います。 

１月末日までにお申し込みください。 

 

 

１．お守りを希望する方（一名につき５００円程度） 

→希望される方のお名前・ふりがな・生年月日・身体の性別が必要です 

→空欄がある場合は、別のお守りを用意します 

 

 

２．特別祈願を希望する方（祈願一件につき５，０００円程度） 

→式中に読み上げをします 

→希望される方のお名前・ふりがな・祈願内容が必要です 

 

祈願内容一例 

家内安全 身体健全 交通安全 安産成就 商売繁栄 心願成就 

良縁成就 合格祈願 除災得幸 開運厄除 子宝祈願 当病平癒 

 

 

３．納経の方（お布施は自由） 

法華経の好きな個所を写経した上で願いごとを書き、封をして送ってください。 

 ※ご希望の方にはお手本をお送りします 

封筒の表には、「納経」と書いてください 

→お経を書く紙も、筆記具も自由です。 

→開封せずにお焚き上げするので、中に金品や手紙は入れないでください 

  



節分星祭会申込書 

お守り（５００円程度） ※全項目必須となります（未記入箇所がある場合、別のお守りになります） 

 

特別祈願（５，０００円程度） ※全項目必須（未記入の場合祈願ができなくなります） 

祈願料合計          円 

申込者名            

 

申込先（１月末日までにお願いします） 

ＦＡＸ ０７２－６８１－３５５９ 

Mail kenshouji@kagasan.jp 

氏名 ふりがな 身体の性別 生年月日 

    

    

    

    

    

    

    

    

氏名（法人名） ふりがな 祈願内容 

   

   

   

   

   

コピー可 



令和 6 年１月１日 

表面：節分星祭会  裏面：春季彼岸会 

春彼岸会と墓回向について 

 

春季彼岸会 

３月１７日（日）１０時開式 乾性寺本堂にて 

 

彼岸会では、故人やご先祖の供養を行います。 

３月１０日までにお申し込みください。 

 

・供養は、一霊位につきお名前の読み上げのみが３千円程度、 

塔婆あり（読み上げ含む）が４千円程度となります。 

 

【参考（数え方）】  

・自分の先祖すべての供養をしたい   → 〇〇家先祖代々 で一霊位 

・自分の先祖と、両親の供養をしたい → 〇〇家先祖代々と両親 で三霊位 

 

・お塔婆を墓地に立てるのは、ご自身でお願いします。 

→連絡をいただければ運んでおきます（乾性寺墓地のみ） 

 

 

以下の日時に乾性寺墓地で墓回向を行います。お声がけください。 

３月１７日（日） 法要後～１６時 



春秋彼岸会用

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

塔
婆
希
望
・
読
み
上
げ
の
み

ど
ち
ら
か
に
〇
を

　
　
　

お
願
い
し
ま
す

申込先

ＦＡＸ　０７２－６８１－３５５９

メール　ｋｅｎｓｈｏｕｊｉ＠ｋａｇａｓａｎ．ｊｐ

塔
婆…
…

…
…

一
霊
位
に
つ
き
四
千
円

読
み
上
げ…

…

一
霊
位
に
つ
き
三
千
円
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